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 今回は私立幼稚園の新制度移行の状況について、子ども・子育て会議で報告された内容をもとにお伝えします。 

 

<<<<<移行状況について (私立幼稚園 7.683 園)>>>>> 

 

    ◆令和４年度は施設型給付を受ける園が６割に・・・表 1 参照 

        令和３年４月１日現在         施設型給付を受ける園  4.246 園(55.3%) 

施設型給付を受けない園 3.437 園(44.7%) 

 

 令和４年末までの意向見込み      施設型給付を受ける園  4.541 園(59.1%) 

                           施設型給付を受けない園 3.142 園(40.9%) 

 

    ◆最終的に将来も施設型給付に移行しないと考える園は約１割・・・表２参照 

 

    ◆近年は施設型給付を受ける幼稚園が増えつつある・・・表３参照 

 

    ◆施設型給付を受ける園は過疎地に多い傾向・・・表 4 参照 

 

    ◆施設型給付を受ける「幼稚園」へ移行したメリット・・・表５－１参照 

・職員の処遇改善が図れた 

・経営が安定した 



    ◆施設型給付を受ける「認定こども園」へ移行したメリット・・・表 5-2 参照 

         ・０歳児から就学まで見通しをもって保育ができるようになった 

         ・２号３号認定の受け入れによって経営が安定した 

 
    ◆施設型給付を受ける園の懸案事項・・・表 6 参照 

         ・新制度の仕組みが理解できない 

         ・市区町村との関係づくりが難しい 

         ・応諾義務や利用調整の取り扱いに不安 

 

    ◆幼稚園が施設型給付に移行する前の懸案・・・表 7 参照 

         ・事務の変更・増大に対する不安 

         ・建学の精神に基づいた独自の教育が継続できるか不安 

         ・応諾義務や利用調整の取り扱いに不安 

 

<<<<<市区町村における一時預かり事業 幼稚園型Ⅰについて>>>>> 

 

    ◆実施状況・・・表 8 参照 

・1.680 市町村の中で 985 市区町村(58.6%)で実施されるようになった。 

 

    ◆施設型給付園の「一時預かり事業」と私学助成園等の「預かり保育」の実施状況・・・表 9 参照 

         ・私学助成園等が「一時預かり事業 幼稚園型Ⅰ」を受けているケースは少し増えた。( 

273 園から 376 園になり全体の約１１％となっている。) 
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更に詳しい情報は 内閣府 子ども・子育て会議で検索してください。 


